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　北極域における気温変動の増幅効果が指摘されるなか，温暖化に伴うグリーンランド氷床の融解と海氷の縮

小が注目されている。グリーランド北部の氷河の多くは，末端が海洋と接するカービング氷河であり，その変

動の履歴を復元することは，今後の気候変動に対する氷床の応答を予測する上で重要である。カービング氷河

末端周辺の海洋は，冬季には海氷に覆われ，夏季の氷床融解に伴って湧昇が発生するため，季節変化が明瞭で

ある。特に夏季の湧昇時には氷河性堆積物が巻き上げられて懸濁すると同時に，海洋表層へと栄養塩が供給さ

れるため，氷河末端周辺で生物生産が増大する。近年になって，現在の氷河末端の海洋環境が明らかになって

きた。しかし，将来予測をする上では，過去における気候変動に対する海洋環境や堆積環境の応答を理解する

必要がある。北極域では古気候アーカイブとして湖底堆積物やアイスコアを用いた環境復元が多く行われてい

るが，直接的にフィヨルド堆積物を用いた研究はそれらに比べると少ない。本発表では，グリーンランド北西

部Bowdoinフィヨルドで2018年7月に採取した表層堆積物と堆積物コア試料についての紹介と堆積プロセスや

海洋生態系に関する予察的な研究成果を報告する。
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